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はじめ に

　我 々 の 自然認 識 は ， 変 化や 多様 性 に富 む

自然 の 事物 ・現 象か ら， そ の 変 化 ・多様 性 を通

して不 変で 共 通なもの として の 概念 ・法則 を抽

出する帰 納 的推論 の 過 程 と，こ れ らの 概 念 ・法

則 によっ て 個別 の 事 象 を理 解 ・解 釈 し ようとする

演繹 的推 論 の 過 程か らで きて い ると考えるこ と

が で きる。したが っ て ，科学 者 の 自然 認識 の 結

果 を伝達 するだけでなく，学 習者 自らが 自然認

識 する能 力 を育 成しようとする理 科教育にお い

て は ，学 習者 が 具体 的な経験か ら
一

般 的な概

念 ・法 則 を導 出する帰 納 的推論 の 学習 と，普

遍 的な概 念 ・法則 か ら個 別 の 場 合 に つ い て 予

測す る演 繹 的推 論 の 学 習とが ，ともに必 要で あ

ると考 えられ る。

方 法

　そ こ で ，中学 校 理 科 の 教 科書 を例 にとっ て ，

個 々 の 説 明が ，教科 書 を読む 学習 者 に ，帰 納

的 推論 と演繹 的推論 の どちらを要 求して い るか

を分 析した。

＜ 帰納 的 推 論 を要 求 して い る記 述 例 ＞

　 1分 野 （1 ）身 近 な物理 現象 ：「実 験 1の 結果

か ら，空 気 か ら水 やガラス へ 光 が 進む ときには ，

屈 折角 が入 射角 よりも小 さくなるように進 む こ と

が わ か る。」

　 2 分野 （2 ）大地 の 変 化 ：「たとえ ば ，フ ズリナ

類 の 化 石 をふ くむ 地 層 は ，約 3億 年前 に で きた

と考 えられて い る。こ の ように，地 層 の できた時

代 を知 るの に役 立 つ 化 石 を示 準化 石 とい い ，」

＜ 演 繹 的推 論 を要 求 して い る記述 例 ＞

　 1分 野 （1）身 近 な物 理 現 象 1 「《予 想 し て み よ

う》光 が い つ もまっ すぐに進 む としたら，図 1の

カ ッ プ の コ イン は浮か び 上 がっ て見 えるだ ろう

か。1

　 2分野 （2 ）大地 の 変 化 ：「《話し合 っ て みよう》

1 ．右図 の ような地 層 がた い 積 した 当時，環境

はどの ように変 化 して い っ た の だ ろうか。」

結 果

　そ の 結果 ， 次 の ような点が 明 らか になっ た 。

1．教科書では ， 帰納 的推 論 を要 求 する記述

が 中心 で
， 演 繹 的推論 を要求 する記 述 は 限定

的である。限定 的 とは ， 量 的 に少 な い ばか りで

なく，本 文 以外 の 挿入 説 明や 質 問の 中に 見 ら

れ る割 合 が多 い とい う意 味 で ある 。

2．どちらの 推 論 に 関して も ， 推 論の 両側 を，す

な わち具体例 ・事物 ・現象 と
一

般 則 ・概 念 ・法

則 の 両 方 を，記述 し て しまっ て い る場 合 が 多

い 。

考察

　「生 きる力 」あるい は 問題解 決 能 力の 育成 に

重 心 を置 く学 習で は ，閙題 場 面 に応 じて既 習

の 情 報を新た に組 合 せ ， 解決 方 法を創 出する

能力 を育 てる必 要が ある 。 この 能 力 は ， もっ ぱ ら

演 繹的 推論 の 能 力 と重 なるもの と考 えられ るが ，

現 行 の 教科 書記 述で は ，不 十分 で ある 。

　また，理 科 の 目標 には 「科学 的な見方 や考

え方」の 育 成 とい うこ とが掲 げられて い るが ， 科

学 的で あるた めに 不 可 欠 な ， 仮 説 の 検証 とい う

過 程 にも ， 演繹 的推 論 が必 須 で ある 。 仮 説 を

出発点 に した演 繹 的 推 論 によっ て ，検 証の 具

体 的方 法を計 画 しなけれ ばな らな い か らであ

る。

　こ の ように理 科 学習 に おける演 繹 的推 論 の

重要性 を考 えると ， 演 繹 的推 論 能力 の 育成 に

焦 点化 した理 科教材 の 開発 が 望 まれ る。

　教 科書 で は ， そ の 性 格 上 ， 推論 の 両側 を記

述せ ざるを得ない とい う面も理解 で きる 。 した

が っ て ，た とえば教 師 用 の 指 導書 の ような教材

が
一

つ の 形 になりうるの で は な い だろうか 。

　 また，数 学 の 教 科書 で は ，理 科 とは 対 照的

に演繹 的推 論 が 中心 で ある。 最近 ， 理 数教 育

に 取 り組 む 学校も増 えてきたが ，推論 に関す る

両 者 の 相補 性 を生 か す工 夫 が 必 要 であろう。
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